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ま
ち
か
ら
の
お
知
ら
せ

　平成 19 年度からこれまで、「農地・水・環境保全向上対策」として実施してきましたが、平成 23 年度
からは名称を変えて「農地・水保全管理支払い交付金」として、これまでの協同活動で実施してきた農地
周りの水路・農道などの日常管理（草刈や水路の泥上げなど）と環境保全活動に併せて、新規に向上活動
支援金で、水路や農道などの施設長寿命化のための改修・更新が行えるようになりました。詳しくは、農
地整備課までお問い合わせください。
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地域のみんなで取り組もう！

お問い合わせ先　氷川町役場 農地整備課　☎ 52 － 5855

農地・農業用水等の資源の保全管理をめぐる現状と課題

農地・水保全管理支払交付金

農地･水保全管理支払交付金

○本対策は、全国２万組織、143万haで取り組まれ、農地･農業用施設等の保全や
　地域環境の保全･向上、地域コミュニティの活性化などに効果を発揮。

○一方、過疎化･高齢化等が進む地域を中心として、リーダーの確保や多様な主体の
　参画が困難な地域も存在。

○共同活動への支援を継続し、地域主体の保全管理等の取組の強化･拡大が必要。

共同活動支援交付金 向上活動支援交付金

水路の泥上げ
（日常の管理）

水路の補修
（施設の長寿命化）

農道脇への花の植裁
（農村環境の向上）

グリーンベルトの設置
（高度な土壌保全）

・多様な主体が参画し、市町村と協

○共同活動支援については、過疎化･高齢化等の進行を踏まえ、集落を支える体制
　の強化や仕組みの簡素化を図り、平成24年度～28年度までの対策として継続。
○水路等の長寿命化の取組や高度な農地･水の保全活動を追加的に支援。

定を締結した組織等が支援対象
・地域共同で行う農地・水路等の資
源の日常の管理と農村環境の向上
のための活動への支援を、仕組み
を簡素化して継続

・水路等施設の長寿命化に取り組む
活動組織について、引き続き支援

・水質、土壌、地域環境の保全等に
資する高度な取組に対し、加算措置

併せて


